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１．はじめに 

2018 年 3 月 31 日に中学校学習指導要領が公示され

た．公示された中学校学習指導要領は 2021 年度から全

面実施される[4]． 

改訂のポイントである「社会に開かれた教育課程」の実

現のために，育成を目指す資質・能力の 3 つの柱が示さ

れ，中学校学習指導要領の数学科においてもこの 3 つ

の資質・能力に沿った目標が示された．その中でも，資

質・能力の 2つ目の柱として挙げられている「未知への状

況にも対応できる思考力・判断力・表現力の育成」は，コ

ロナ禍が続く現代そして予測不可能な未来において，今

後特に重要視されると考える．また，人工知能や情報社

会の発展により，目まぐるしく変化する時代の中で，私た

ちは膨大にある情報の中から正しい情報を読み取り，思

考や判断を行い，自ら表現をしていく力が求められる．し

かし，現代の若者はこのような力が劣っていることが現実

である[1，2]． 

本論文では，全国学力・学習調査の結果や PISA

調査結果をもとに，現代の中学生の記述力や読解力

に注目し，表現力の向上を目指す授業構成を検討す

る[3]． 

２．生徒の学力の問題点 

下記の図 1 は令和元年度に行われた全国学力・学習

調査の中学校数学に関しての集計である． 
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         図 1 中学数学 集計結果 

図 1 から，問題形式内の選択式・短答式の正答率は

高いものの，記述式の正答率が 5 割を下回り，とても低

いことがわかる． 

また，2018 年度調査 PISA 調査では，読解力の問題

の分析対象である 244 題について，日本の正答率は 

61％であった．出題形式別に日本の正答率を求めると，

「自由記述」については 52％であり自由記述の正答率

が低いことが分かる[3]． 

これは，全国学力・学習調査において記述式の正答

率が低いことにつながると考えた． 

この結果を踏まえ，私は具体的な事例を用いて，生徒

自身が教科書や問題を読み，理解したり考えたり記述し

たりすることで，表現力の向上へとつなげる授業の構成を

行っていく． 

３．表現力を育成する授業モデル 

下記 3 つの型を参考に「表現力」を育成する授業案を

作成していく． 

3.1 根拠を示しながら解答を作成する授

業 

生徒が問題を解くにあたって，根拠を示しながら解答

作成する授業である． 

この授業の型では，問題文で問われていることを明確

にし，ただ答えだけを書かせるのではなく，答えを出すた

めに用いた数学における言語を使って表現させることが

重要である． 

3.2 他者と解法を共有し合う授業 

グループワークを用いて，様々な解法を説明し合い，

グループのメンバーやクラス内で解法を共有する授業で

ある． 

この授業の型では，他者の解法を知り，互いの解法を

深め合うことが重要である． 

3.3 偽定理を探す授業 

いくつかの命題を課題として示し,その命題が定理す

なわち正しい命題か,偽定理すなわち間違った命題かを

判断する授業である([1]，p.241) 

この授業の型では, 生徒に「これは本当に正しい命題

か?」という疑いの視点を持たせ,定義に戻って考えさせる

ことが重要である． 

４．表現力の向上を目標とした授業案 

今回の授業案では，表現力を向上させるための授業

案として 50 分授業を想定する．想定する生徒は，公立

中学校 3年生の生徒とする． 

4.1 倍数判定法に関する授業 

今回は，特に思考力・読解力・記述力を習得させるた

めに，授業モデル 3.1(根拠を示しながら解法を作成する

授業)と，授業モデル 3.2(他者と解法を共有し合う授業)を

活用し，授業計画を立てた． 

4.2 目標 

以下の 3点を目標とする． 

①適切に文字を用いることができる[知・技] 

②正しい言葉遣いを用いて，証明を書く[思・判・表] 

③自らすすんで判定法の性質を調べる[主] 

4.3 授業で取り扱う問題及び解答・解説 

以下の 6題を授業で取り扱う． 

問題 1「9 の倍数は必ず 3 の倍数になる？○か×で答え

よう」 

問題 2「9の倍数が必ず 3の倍数になることを証明せよ」 

解説 2「整数 n を用いて，9の倍数は 9n と表される． 
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   9n=3n×3 

   3nは整数なので，9nすなわち 9の倍数は 3の倍

数になる．」 

問題 3「3 桁の自然数 N の各位の和が 9 の倍数ならば，

N も 9の倍数になることを証明せよ」 

略解 3「N=100a+10b+c=9(11a+b)+(a+b+c)  

から示される．」 

問題 4「126，471，123，593，492，329 の 6 つの 3 桁の

自然数のうち，3の倍数の自然数はどれ？」 

問題 5「問題 4 で挙げた自然数に共通している特徴は何

だろう？」 

解答 5「3 桁の自然数の各位の和が 3 の倍数ならば，そ

の自然数も 3の倍数になる」 

問題 6「3 桁の自然数 N の各位の和が 3 の倍数ならば，

N も 3の倍数になることを証明せよ」 

略解 6「N=100a+10b+c=3(33a+3b)+(a+b+c)  

から示される．」 

4.4 導入 

5分程度で行う． 

問題 1 を考えさせる．クラスの生徒全員に○か×を

挙手で答えてもらう．教師が正解は○と伝える． 

4.5 展開 

(ⅰ)5分程度で行う． 

問題 2 を考えさせる．生徒個人で証明を書かせた後，

全員で確認しながら証明を完成させる． 

(ⅱ)15分程度で行う． 

問題 3 を考えさせる．自らの力で証明を考えさせた後

に，隣同士で確認させる．後に，教師が説明しながら教

える．3 桁の自然数 N の文字を用いた表し方を，なぜこ

のように変形させていくのかを丁寧に説明する． 

(ⅲ)20分程度で行う． 

まず問題 4 と問題 5 を考えさせる．問題 4 を筆算また

は暗算で考えさせ解答を確認した後に，問題 5 をグルー

プワークとして取り入れ考えさせる．グループワークで他

者と話し合い，問題 3 と同じ倍数判定法の特徴があること

を生徒に気づかせるのが狙いである． 

次に問題 6 を考えさせる．問題 3 の類似問題を解か

せることで，証明問題の定着化を図るのが意図である．

周りの生徒と証明を確認した後に，教師が説明しながら

教える． 

4.6 まとめ 

5分程度で行う． 

教師が全体的に本時のポイントを抑える．生徒にも本

時のポイント，授業で学んだこと等を各自まとめさせる．次

回の授業では，他の数にはどんな判定法の性質があるか

調べていくことを伝える． 

4.7 予想される生徒の反応とその対応 

以下予想される生徒の反応とその対応をまとめる．  

反応① 問題 2 において，なぜ 9 の倍数が必ず 3 の倍

数になるのか，証明を行っても理解できない生徒がいると

考える． 

対応① 問題 1 に振り返り，まず具体的な数字を使いな

がら 9の倍数が 3の倍数になることの確認をする．次に，

文字を使ったらどうなるかを考えさせる．すぐに文字を

使った証明を行うのではなく，具体的な数を用いた例を

入れることで，証明問題に対する苦手意識を減らしたい． 

反応② 問題 3において，3桁の自然数 Nの文字を用い

た表し方がわからず，証明問題が全く手につかない生徒

がいると思われる． 

対応②  ヒントを黒板に与える．123=(100×1)+(10×

2)+(1×3)，というように具体的な数字を使い，3 桁の自然

数を表すときに変わらない部分はどこか見つけさせる．後

に，文字を用いるとどう表されるかを考えさせたい． 

反応③ 問題 3 において，自然数 N を 100a+10b+c と表

した後に，99a+9b+(a+b+c)と表すことができない生徒が

多くいると考えられる． 

対応③ 10=9+1，100=99+1 というヒントを黒板に与える．

また，問題の「各位の和が 9 の倍数になる」という部分に

注目させ，どう式変形すればよいのかを考えさせたい． 

反応④ 問題 5 において，どんな特徴があるかわからず

グループワークがうまく進まない班が出てくると思われる． 

対応④ 生徒がグループワークを行っている際に教師は

机間指導を行う．話し合いが活発に行われていないグ

ループを中心に「どういった意見が出た？」「この予想い

いね」「わかったことだけじゃなくて，わからないことも共有

していいよ」というような声掛けを行い，それぞれの生徒が

発言しやすい雰囲気を作る． 

５．まとめ 

中学生の表現力の低下を今後回避するためには，

日々の授業改善がより重要視される． 

全国学力・学習調査の結果，そして PISA 型の読解力

の低下を踏まえ，今回は証明問題に特化した授業を考え

た．自分の力で一から証明を書く機会を増やすことで，生

徒の論理的思考力が深まり，表現力の向上につながると

考える． 

主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善や，

GIGA スクール構想といった，時代に合わせた教育のスタ

イルが変化していく中で，「生徒の成長ために」という教

師の思いはどの時代であっても変わらない．教師として，

生徒の成長を支えるとともに，自分自身の成長も感じられ

るよう，授業力の向上に向けて日々の教材研究や授業改

善を大切にしていきたい． 
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